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『森から世界を変える ソーシャルビジネスアワード』

最優秀賞受賞の4名が、
インドネシアのREDD+のプロジェクトサイトの視察を行いました。

2017年『森から世界を変える ソーシャルビジネスアワード』の最優秀賞を受賞し、特派員に選ばれた
4名が、インドネシア西カリマンタン州のJICAプロジェクトサイトと、ゴロンタロ州で兼松株式会社
が実施しているカカオ事業の現場の視察を行いました。

実際に途上国で行われている森林保全の現場を訪れたのは初めてだったという4名の帰国直後のコメン
トが、「森から世界を変えるREDD+プラットフォーム」ホームページ上で公開されています。是非ご
覧ください。

（特派員の帰国後コメント）
http://www.reddplus-platform.jp/award2017/20170919/

また、本アワードについて、JICAのホームページ内でも紹介されています。併せてご覧ください。

http://www.reddplus-platform.jp/award2017/20170919/


（JICAのホームページ内
　「若者たちが競う！森から世界を変える”ソーシャルビジネス“のアイデア」）
https://www.jica.go.jp/topics/2017/20171006_01.html

【イベント案内】

国際協力における愛知目標達成、
ポスト愛知目標のための生物多様性の主流化の推進

JICAでは、「愛知目標」の採択年である2010年から2016年3月までの自然環境保全分野における協力
案件（194件）を対象に、「愛知目標」達成に資する関連事業のレビュー、国内・国際関連動向調
査、海外援助機関等協力傾向分析を実施しました。この結果に基づき、2017年、JICAは「愛知目標」
達成への効果的な貢献の観点から、3つの方針（1. 保護区とその周辺エリアの連続するランドスケー
プ内のグリーン経済の推進、2. 開発分野への環境社会配慮の強化、3. 沿岸域における自然環境保全へ
の協力強化）を定め、今後これらの方針に基づき、開発と自然環境の統合を念頭に生物多様性の主流
化に対する更なる貢献を目指していくことを決定しました。

また、2016年12月に開催されたCBD-COP13 では、「愛知目標を含む生物多様性条約戦略計画
（2011‐2020）」の達成に向けた進捗が報告され、「愛知目標」のいくつかの要素について著しい進
捗は見られたが、2020年までに目標達成するには、更なる努力が求められました。愛知目標におい
て、「戦略目標A：生物多様性の主流化」は生物多様性の損失の根本的な要因への対処であり、他の
戦略目標を含む全愛知目標の効果的な達成のための基盤となる目標と言えます。

本セミナーでは、2020年愛知目標の達成およびポスト愛知目標に向け、効果的な取組の基盤となる
「生物多様性の主流化」推進に向け、国際協力において今後どのような活動が必要かを検討・議論し
ます。

【日　時】 2017年10月30日（月）　14:00 -16:30
【場　所】 JICA市ヶ谷ビル２階　国際会議場　https://www.jica.go.jp/jica-ri/ja/about/access.html　
【主　催】 独立行政法人国際協力機構（JICA）、環境省

【申し込み方法】
参加団体名及び参加者名をご記入の上、2017年10月27日（金）までにE-mailにてお申し込みくださ
い。（各社・団体で取り纏めてご連絡いただけると幸いです）

送付先：jicage-nature@jica.go.jp（地球環境部 森林・自然環境グループ支援ユニット）

【コラム】

「認証コーヒー」と自然環境保全

https://www.jica.go.jp/topics/2017/20171006_01.html
https://www.jica.go.jp/jica-ri/ja/about/access.html
mailto:jicage-nature@jica.go.jp


10月1日は「国際コーヒーの日」でした。2015年に設定されたこの
「コーヒーの日」にちなんで、コーヒーと自然環境保全に関する情
報をお届けします。

気候変動による生育域への影響が既に現れていると言われているコ
ーヒーですが、森林保全と組み合わせて地域の人々の生計向上手段
として用いられることもあります。

認証機関が独自に定めた基準を満たしたコーヒーである「認証コー
ヒー」にも、「バードフレンドリー」「レインフォレストアライア
ンス」などのように、自然環境保全を目的としたものがあります。
そのほかにも、「フェアトレード」のように社会・経済支援に貢献
できる認証コーヒーもあります。

いつも何気なく飲んでいるコーヒーも、もしかすると実は、「地球
が抱える問題の解決」に貢献できる一杯かもしれません。

「バードフレンドリー」
http://bird-friendly-coffee.jp/

「レインフォレストアライアンス」
https://www.rainforest-alliance.org/lang/ja

【事務局からのお知らせ】

『森から世界を変える REDD＋ プラットフォーム』では、官民連携によるREDD＋推進のため、
民間企業、団体などの加盟を募集しています。加盟申込方法などは、公式サイトをご覧くださ
い。

＜加盟案内ページ＞
http://www.reddplus-platform.jp/team/

2017年9月25日現在の加盟団体数は「88」です。

※名刺交換させていただきました方へもお送りしております。 
※メールマガジンの配信停止をご希望の場合は こちらをクリックして配信停止処理を行ってください。 
※尚、本メールと行き違いで配信停止、退会手続きをされた場合は何卒御容赦ください。 

〈このメールマガジンに関するお問合せ〉
REDD＋ プラットフォーム公式メールマガジン編集部
editors@reddplus-platform.jp

〈REDD＋ プラットフォームに関するお問合せ先〉
国際協力機構 地球環境部森林・自然環境グループ内
森から世界を変える REDD＋プラットフォーム事務局
TEL:03‐5226-6656　　FAX:03‐5226-6343
redd_platform@jica.go.jp
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＜facebook＞
https://www.facebook.com/reddplusplatform/
<Twitter>
https://twitter.com/reddplus_PF
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